
（取組内容）

○国語・算数の単元末テストの平均正答率を85点以上にする。（1学期　目標80点　結果86点）
〇進んで発表できる児童の割合を75％以上にする。（1学期　結果70％）
〇ペアやグループ活動の時、自分の考えを説明できる児童の割合を90％以上にする。（1学期　結果86％）

１ 各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
・授業の予習・復習への取り組みが低いうえに、家庭学習の
時間が短いので、授業に即した内容で意欲的に取り組むこと
ができる課題を家庭学習としてさせる必要がある。
２ 授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状況
・ＡＢＣチェックで、授業規律ができていると答えた児童が
94％であったが、Ｃ（姿勢）が88％と低く、指名された際の返
事も徹底できていないので、さらなる規律の徹底が必要であ
る。

１ 各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
・令和元年度の全国学力・学習状況調査では、国語は平均値
を超えているが、算数はやや下回っている。全体的に、理由
等を記述して説明する力と低学力層の基礎基本の定着に課
題がある。
２ 授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状況
・ホワイトボード等を活用し交流学習の形態は定着しつつある
が、積極的に発表していると答えた児童は70％で、主体的、
対話的で深い学びまでは到達しておらず、定着度の個人差に
課題が残る。

指導
の

状況

児童
生徒
の

課題

〇学年で以下のことを共通理解する
（公開授業・互見授業等）
・根拠を探れる課題づくりになっている
か
・追及課題は子どもが引き受けるもの
になっているか
・自力思考の時間の確保ができている
か

（取組指標）

（取組内容）
交流を活発化させる発問をし、交流
場面で、ホワイトボードを使って自分
の考えを書いたり発表したりさせる。
例：ノートに課題に対するまとめが明
記され、考えが深められていく過程
が表れるように板書の構造化を図
る。互いの考えを伝え合う場を工夫
する。

全ての授業で単元でつけたい力を意
識した児童が引き受ける追及課題を
提示する。例：　「なぜ～なのか」「～す
ることはできるだろうか」「どうしたら～
できるか」などの疑問の形で示す等。

学習状況について

（取組指標）
〇学年で以下のことを共通理解する
（公開授業・互見授業等）
・説明の時間と交流の時間の区別を
つけているか
・共有化と伝え合う場が適切に設定
され、考えを深める活動になっている
か
・児童が根拠を添えて自分の考えを
発表し、表現力の向上につながって
いるか

（家庭・地域の取組指標）

（家庭・地域の取組内容）

令和元年度　大分市立津留小学校　学力向上プラン（８月）

学力状況について

・宿題は必ずやり遂げたかを確認する
・全ての家庭で、テレビを見ながらの
学習はさせない

「家庭学習の手引き」を活用した家庭
学習の徹底。

１　組織的な授業改善の取組状況
・知育部を中心に子どもの思いを生かし、心を育てる道徳教育の校内研修を充実、深化するとともに、年3回の提案授業の
研修を軸にして、短期ＰＤＣＡサイクルで検証・改善を繰り返し取り組みが進んでいる。
２　その他の学力向上に向けた指導の取組状況
・学期に2回ＡＢＣチェックを行い、学習規律の徹底をはかるとともに、「互いを認め合い、友だちとなかよくできる子の育成」
「進んで体力づくりに励む子の育成」との相関を意識し、「生徒指導の3機能」を取り入れた授業改善に組織的に取り組み、基
礎基本の力を発揮できる子の育成につながる授業実践に努めている。

【その他の学力向上の取組】
○各学年部における共通理解事項を組織的な授業改善の視点から、知育部会で検証・改善する。（短期ＰＤＣＡサイク
ル）
〇互見授業及びレベルアップ講座を開催し、授業力を高め合う。
○毎学期２回ＡＢＣ週間を設定し、学習規律（Ａ：合図、Ｂ：準備、Ｃ：姿勢）の習慣化を図る。
○Ｃ層の引き上げについて、個別や習熟度別に学習できる場をつくりさらに充実させる。

今後
の

具体
的な
取組

【授業改善】 【家庭・地域との協働】
（授業改善の重点）
１．本時の学びの見通しが持てる追及課題を設定する（主体的な学び）
２．自他の考えを対話の中で共有する授業（対話的な学び）

（達成指標）
学習習慣の土台を築く

学力に
関する
達成
指標


